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カメラ

アングル第46回 鶴居村家畜共進会

　

六
月
五
日
、
鶴
居
村
家
畜

共
進
会
場
で
、
第
四
十
六
回

鶴
居
村
家
畜
共
進
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

鶴
居
・
幌
呂
地
区
か
ら
計

三
十
八
頭
の
乳
牛
が
出
陳
さ

れ
、審
査
員
は
、陸
別
町（
有
）

編
田
牧
場　
編
田
尚
弘
氏
が
務

め
ま
し
た
。
デ
ー
リ
ィ
プ
リ

ン
セ
ス
は
、
当
Ｊ
Ａ
・
齊
藤

美
和
職
員
が
務
め
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
、
鶴
居
・（
農
）
高
橋
農
場

の
出
品
牛
サ
ー
ジ
エ
ン
ト　
ペ

パ
ー
ズ　
ホ
ツ
ト
ス
ト
ー
リ
ー

　

ポ
ー
（
10
部
４
歳
経
産
ク
ラ

ス
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
の
部
は
、
計
十
一
頭
が

出
陳
さ
れ
、
審
査
員
は
、
釧

路
農
協
連　
杉
原
好
彦
氏
が
務

め
、
幌
呂
・
松
井
紀
行
さ
ん

の
出
品
馬
「
蘭
寿
姫
」
が
最

高
位
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
及
び
出
陳
者
は

表
の
通
り
で
す
。

審査員：編田 尚弘 氏

入 賞 牛 一 覧 表

グランドチャンピオン

サージエント�ペパーズ�ホツトストーリー�ポー （農））　高橋農場 鶴居

未　経　産
最�高�位 アワープライド�シド�ブルーミン 植 田 紘 史 幌呂
準最高位 Ａ�オラホーム�ブラクス�バービー 安 藤　　 功 幌呂

経　　産
最�高�位 サージエント�ペパーズ�ホツトストーリー�ポー （農）　 高橋農場 鶴居
準最高位 ミステイ�サンブルー�ハーバート 松 下 雅 幸 鶴居

部 順位 名　　　　　号 出　品　者 地区
１部 １等１席 インクリースフイールド�デツカー�ブラクストン�メード 増 田 一 真 鶴居
２部 １等１席 TKS�ジユンチエス�アン�センビユー�ＥＴ 清 水 武 志 鶴居
３部 １等１席 ヒシヌマフアーム�ローヤル�ブラクストン�ＤＸ ㈲菱沼ファーム 鶴居
４部 １等１席 Ａ�オラホーム�ブラクス�バービー 安 藤　　 功 幌呂
５部 １等１席 TKS�バロ�マン 清 水 武 志 鶴居

６部 １等１席 ラウンド�カーリー�バレット�ＵＰ 水 本 梨 佳 鶴居
７部 １等１席 アワープライド�シド�ブルーミン 植 田 紘 史 幌呂
８部 １等１席 ヒンペル�ＡＫＢＮ�４０８０�アイオーン （農）　 清和農場 鶴居
９部 １等１席 ピーアチエ�エンペラー�レクサス�アドベンチヤー 井 上 元 嗣 鶴居
１０部 １等１席 サージエント�ペパーズ�ホツトストーリー�ポー （農）　 高橋農場 鶴居
１１部 １等１席 ダツチランド�リー�ダンデイ 齊 藤 和 弘 鶴居

入 賞 馬 一 覧 表
最 高 位 賞 蘭　　寿　　姫 松 井 紀 行 幌呂
準 最 高 位 賞 美　　　　　栄 田 中 光 儀 鶴居

部 順位 名　　　　　号 出　品　者 地区
１部（和種馬） １等１席 微　　　　　風 平 田 忠 幸 鶴居
２部（小格馬） １等１席 ク　　リ　　ス 掘 米 信 幸 幌呂
３部（農用馬） １等１席 美　　　　　栄 田 中 光 儀 鶴居
５部（農用馬牝2～3歳） １等１席 蘭　　寿　　姫 松 井 紀 行 幌呂
６部（農用馬牝4歳以上） １等１席 沼　　　　　栄 永 吉 豊 志 幌呂
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白糠・音別支所合同家畜共進会

　

六
月
七
日
、
白
糠
町
家
畜

共
進
会
場
で
、
当
Ｊ
Ａ
白
糠
・

音
別
支
所
合
同
乳
牛
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
資
質
を
競
い

ま
し
た
。

　

白
糠
・
音
別
か
ら
計
三
十

六
頭
が
出
品
さ
れ
、
北
見
市

の
酪
農
家 

山
内 

誠
氏
が
審

査
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、

デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン
は
、
当

Ｊ
Ａ
・
青
山 

楓
職
員
が
務
め

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

は
、白
糠
・（
合
）
伊
深
フ
ァ
ー

ム
の
出
品
牛
ヘ
イ
チ
ヤ
ン 

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン 

ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
（
九
部
四
歳
経
産
ク
ラ

ス
）
が
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
、
白
糠
・
松
田
浩

二
さ
ん
の
出
品
牛
ア
ド
ミ
ラ

ル 

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ 

エ
ー

ス
（
一
部
未
経
産
カ
ー
フ
ク

ラ
ス
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は

表
の
と
お
り
で
す
。

審査員： 山内　誠 氏

入 賞 牛 一 覧 表

グランドチャンピオン

ヘイチヤン�ゴールドウイン�クライスラー 合伊深ファーム 白糠

リザーブグランドチャンピオン

ヘイチヤン�スターブライト�Ｄ�キレネンコ�ＥＴ 合伊深ファーム 白糠

ジュニアチャンピオン

アドミラル�スパークリング�エース 松 田　 浩 二 白糠

リザーブジュニアチャンピオン

ＨＳＹ�プロスペリテイー�アイ�フオー 細 谷　　 智 白糠

部 順位 名　　　　　号 出　品　者 地区

１部 1等1席 アドミラル�スパークリング�エース 松 田　 浩 二 白糠

２部1等1席 ヘイチヤン�メトロ�フイーバー 合伊深ファーム 白糠

３部1等1席 ウツズスター�エンペラー�ブレークアウト�レオ 林　　 稔 幸 白糠

４部1等1席 ＨＦ�パル�デニス�ビクトリア�アイ 工 藤　 宏 昌 白糠

５部1等1席 ＨＳＹ�プロスペリテイー�アイ�フオー 細 谷　　 智 白糠

６部1等1席 フユーチヤーツリー�グレナルコム�サンダー 對 木　 隆 司 白糠

７部1等1席 ヘイチヤン�スターブライト�Ｄ�キレネンコ�ＥＴ 合伊深ファーム 白糠

８部1等1席 ＫＷＦ�エレガンス�アドベント�イライシヤ ㈱敬和ファーム 音別

９部1等1席 ヘイチヤン�ゴールドウイン�クライスラー 合伊深ファーム 白糠

１０部1等1席 ウツズスター�チユンキー�バツクアイ�サリー 林　　 稔 幸 白糠
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第７回 釧路丹頂農協女性部交流会

　

六
月
四
日
、
白
糠
町
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
第
七
回 

釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
今
年
で

七
回
目
を
迎
え
、
４
地
区
か

ら
女
性
部
員
・
関
係
者
合
わ

せ
て
五
十
一
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

白
糠
町
教
育
委
員
会
社
会

体
育
課 

主
幹 

平
賀
勝
磨
講

師
に
よ
る
実
技
「
楽
し
い
・

素
敵
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
が
行
な
わ
れ
、
人
と
人

と
が
互
い
を
認
め
合
い
、
温

か
く
関
わ
る
た
め
の
技
法
な

ど
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
体
験

し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
は
、
参
加
者
全

員
で
会
食
を
し
な
が
ら
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

研修の実技を通して交流を深めました。

コミュニケーションの技法などについて学んだ研修会
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（平成25年７月16日付）

対　象　者 新　　　所　　　属 旧　　　所　　　属
菊　地　　　仁 営農部　販売課販売係長 購買部　生産資材課資材係長
倉　内　佐知子 購買部　燃料課鶴居給油所係 音別支所　燃料課音別給油所係
鼻　和　健太郎 購買部　生産資材課資材係 購買部　燃料課鶴居給油所係
佐々木　直　敬 幌呂支所　家畜改良課家畜改良係 営農部　販売課販売係
松　井　宏　篤 音別支所　燃料課音別給油所係 幌呂支所　家畜改良課家畜改良係

辞　　令　　発　　令

外国人技能実習生受入対面式

五
月
二
十
二
日
、
当
Ｊ
Ａ
本
所

で
、
外
国
人
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
技

能
実
習
生
受
入
対
面
式
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
制
度

は
、
技
能
実
習
を
通
し
、
日
本
の

酪
農
技
術
を
取
得
、
実
習
生
母
国

の
酪
農
業
発
展
に
寄
与
し
、
日
本

の
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
で
日
本
国

に
対
し
正
し
い
理
解
を
深
め
、
国

際
貢
献
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

受
入
対
面
式
で
は
、
外
国
人
研

修
生
受
入
協
議
会
々
長
・
渡
部
隆

信
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
受

け
入
れ
を
す
る
鶴
居
二
農
場
、
幌

呂
一
農
場
の
代
表
者
が
、
四
名
の

実
習
生
と
対
面
・
挨
拶
を
交
わ
し
、

実
習
期
間
に
向
け
た
心
構
え
等
に

つ
い
て
情
報
を
交
換
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
農
場
及
び
実
習
生
に

は
、
意
義
の
あ
る
実
習
期
間
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
期
待
致
し
て
お
り

ま
す
。
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
～
ビ
タ
ミ
ン
の
は
た
ら
き
～

　

ビ
タ
ミ
ン
は
乳
牛
の
体
が
正
常
に
機

能
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
物
質
で

す
。
ビ
タ
ミ
ン
に
は
動
物
体
内
で
合
成

さ
れ
る
も
の
と
、
飼
料
か
ら
摂
取
し
な

け
れ
ば
不
足
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す

（
表
１
）。

　

 

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
体
内
で
は
合
成
さ

れ
な
い
の
で
、
給
与
さ
れ
る
飼
料
の
内

容
に
よ
っ
て
乳
牛
に
供
給
さ
れ
る
量
は

大
き
く
変
化
し
ま
す
。

～
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と
は
～

　

乳
牛
の
ビ
タ
ミ
ン
要
求
量
で
一
番
多

い
の
は
Ａ
で
す
。
こ
れ
は
「
粘
膜
保
護

ビ
タ
ミ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
、
皮
膚
や
粘

膜
が
角
質
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
細
菌
か

ら
の
感
染
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
牧
草
に
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
乳
牛
は
、
牧
草

に
多
く
含
ま
れ
る
β
カ
ロ
テ
ン
を
採
食

し
、
β
カ
ロ
テ
ン
が
小
腸
で
分
解
さ
れ

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
に
変
化
し
ま
す
。
生
草
に

は
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
イ

レ
ー
ジ
や
乾
草
に
す
る
と
少
く
な
く
り
、

穀
物
・
粕
類
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
図

１
）。

～
乾
乳
牛
へ
の
給
与
に
つ
い
て
～

　

搾
乳
牛
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
給
与
す
る

と
良
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、
乾

乳
牛
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

乾
乳
牛
は
分
娩
前
か
ら
初
乳
へ
の
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
の
移
行
が
あ
る
た
め
多
く
の

量
を
必
要
と
し
ま
す
。
要
求
量
と
し
て

は
搾
乳
牛
に
近
い
量
が
必
要
で
す
（
表

２
）。
搾
乳
牛
は
飼
料
中
の
穀
物
に
添

加
で
き
ま
す
。
し
か
し
乾
乳
牛
に
は
粗

飼
料
給
与
割
合
が
高
い
の
で
、
低
品
質

の
乾
草
や
サ
イ
レ
ー

ジ
を
給
与
す
る
時
は

注
意
が
必
要
で
す
。

　

現
実
的
な
給
与
対

象
と
し
て
は
、
免
疫

上
の
ス
ト
レ
ス
が
か

か
る
お
産
前
一
週
間

の
給
与
が
良
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、「
ビ
タ
ミ

ン
給
与
」
と
い
う
作

業
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ま
れ
て
き
た
管
理

に
加
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
は
な
し

表１　おもなビタミンのはたらき
ビタミン 供給源 はたらき

A
体内では合成されず
飼料由来

健常な免疫機構を維
持する

B
第一胃の微生物によ
って合成される

各栄養素を分解する
酵素の機能を高める

D
日光浴によって皮膚
で作られる

小腸でのカルシウム
吸収機能に役立つ

E
体内では合成されず
飼料由来

細胞の酸化を抑える

0

100

5
40 50

100

200

320

5 40 50 100 200 320

200

300

400

トウモ
ロコシ 乾草 トウモロコシ

サイレージ
牧草サイ
レージ

生草１番
出穂後

生草１番
出穂前

mg/ 乾物 kg

図１ βカロテン含量（日本標準飼料成分表での最大値を採用）

表２ ビタミンAの要求量（IU/日）
日本飼養標準 NRC飼養標準

泌　乳　牛 67,000 75,000 
乾　乳　牛 50,000 80,000 

注：泌乳牛は乳量30kg/頭、NRC飼養標準は参考値

＜例分娩１週間前の乾乳牛に給与＞

牧草サイレージを乾物で7kg給与すると、

牛に利用されるのは50,400IU/日となる。

注：サイレージは出穂後期、βカロテン60mg/乾物kg

（60mg×７kg×400IU×転化率30%＝50,400IU）

βカロテンからビタミンAへの添加率は30%程度。

～「乳牛の最新栄養学と疾病」より引用～

5

βカロテン1mgは

ビタミンA400IU（IUは国際単位）

に転化される

（転化率100%の場合）



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
は
じ
め
に

近
年
収
穫
作
業
機
の
大
型
化
に
よ
り

作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
た
め
に
高
水

分
サ
イ
レ
ー
ジ
が
増
え
て
い
ま
す
。
水

分
の
高
い
サ
イ
レ
ー
ジ
に
は
ど
ん
な
特

徴
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
．高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の
特
徴

高
水
分
で
サ
イ
レ
ー
ジ
が
調
製
さ
れ

る
と
、
酪
酸
菌
の
活
性
が
高
ま
り
酪
酸

が
生
成
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た

酪
酸
菌
が
増
え
る
と
原
料
草
中
の
ア
ミ

ノ
酸
を
分
解
す
る
の
で
、
ア
ン
モ
ニ
ア

態
窒
素
／
全
窒
素
％
の
値
が
高
く
な
り

ま
す
。

農
業
青
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
で
わ
か
っ
た
こ
と

サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
を
確
認
す

る
た
め
に
タ
ッ
パ
ー
に
原
料
草
を
つ
め

タ
ッ
パ
ー
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
成
し
、
粗

飼
料
分
析
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

（
写
真
１
）

サ
イ
レ
ー
ジ
の
発
酵
品
質
の
判
断
に

は
評
価
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｖ
ス
コ
ア

を
使
用
し
ま
し
た
。

八
十
点
以
上
が
発
酵
品
質
の
良
い
サ

イ
レ
ー
ジ
の
基
準
と
な
り
ま
す
。

水
分
と
Ｖ
ス
コ
ア
の
関
係
を
み
る
と
、

水
分
が
七
十
六
％
以
上
で
は
、
Ｖ
ス
コ

ア
が
ば
ら
つ
き
、
八
十
点
以
下
の
も
の

が
多
く
な
り
ま
す
。 

（
図
１
）

こ
の
よ
う
に
原
料
草
の
水
分
が
高
く

な
る
と
発
酵
品
質
が
低
下
す
る
傾
向
が

あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

二
．高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
へ
の
対
応

や
む
を
得
ず
高
水
分
な
原
料
草
で
サ

イ
レ
ー
ジ
調
製
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

と
き
の
対
策
と
し
て
、
ギ
酸
や
乳
酸
菌

を
使
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

農
場
で
の
改
善
事
例

Ａ
農
場
で
は
高
水
分
の
、
ス
ラ
リ
ー

散
布
の
原
料
草
で
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
前
年
ま
で
は
乳

酸
菌
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
水
分

八
十
％
以
上
の
原
料
草
の
た
め
、
発
酵

品
質
が
安
定
し
な
い
状
況
で
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
で
は
、
ギ

酸
を
添
加
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ
に
お
い
て

Ｖ
ス
コ
ア
が
低
い
サ
ン
プ
ル
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
受
け
今
年
か

ら
は
ギ
酸
と
の
併
用
が
可
能
に
な
る
よ

う
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
に
ギ
酸
タ
ン
ク
を

取
り
付
け
る
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
写
真
２
）

そ
の
結
果
、
今
年
の
サ
イ
レ
ー
ジ
は

ギ
酸
を
使
用
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
も
な

く
、
良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
牛
の
採
食
量
も
多
く
な
っ
た
と

の
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
ギ
酸
の
例
を
挙
げ
ま
し
た
が
、

高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の
対
応
と
し
て
、

ス
ラ
リ
ー
散
布
方
法
や
植
生
の
改
善
等

も
有
効
で
す
の
で
、
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
水
分
サ
イ
レ
ー
ジ
の

発
酵
品
質
の
改
善写真１　タッパーサイレージ作成風景

図１　水分とＶスコアの関係

写真２　ギ酸タンクの設置

Ｖ
ス
コ
ア
と
は
？

ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
／
全
窒
素
％
、

酪
酸
、
酢
酸
の
値
で
発
酵
品
質
を

評
価
す
る
方
法
。
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■平成25年度 　生乳生産実績（6月）
月計乳量（kg） 6月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,696,666.1 101.7 26,203,336.1 101.8

（鶴居地区） 2,872,478.7 98.8 8,627,934.4 99.0

（幌呂地区） 2,318,317.0 105.8 7,051,045.0 105.1

（白糠地区） 1,954,805.7 98.8 5,840,903.2 99.2

（音別地区） 1,553,064.7 105.0 4,663,453.5 105.5

管 内 計 46,927,314.2 102.1 139,896,291.6 102.5

（前年度管内計） 45,975,266.5 136,508,880.5

家畜販売市況情報 
乳　牛  25年7月1日現在

□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12 ヶ月） ３２0　　　～　　　２５0

初　　　　妊 ５00～４７0 ４７0～４３0

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３５0　　　～　　　２９0

４ 産 ～ ５ 産 ２９0　　　～　　　２５0

初生とく  25年7月16日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏ ～ ７0㎏ 都度協議

４５㎏ ～ ６0㎏ １，３５0円/㎏

４0㎏ ～ ４４㎏ １，２５0円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 25年6月21日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 673頭 710,850 103,950 441,173 297 1,486 

去勢 923頭 677,250 52,500 535,538 316 1,696 
（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
6月定例理事会　平成25年６月28日（金）

報告事項�
　１．専決事項及び諸会議について
　２．各委員会・諸会議等について
　３．定期監査（第１四半期末）の報告について
　４．内部審査の結果について
　５．５月末財務状況について
　６．事業の実施処理状況について
　７．組合員意向調査の集計結果について

付議事項�
　議案第１号　理事と組合との契約承認について
　議案第２号　固定資産の取得について
　議案第３号　諸規程の一部変更について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
　１．第７回通常総会における意見・要望について
　２．当面の業務日程について

大変お世話になりました。

佐久間　朋　枝
金融共済部　金融課金融係　６月30日をもって退職しました。

鈴　木　紀　博
幌呂支所　営農課営農係　６月30日をもって退職しました。

□�一番草の収穫作業も一段落し、収量・質ともに例年並みとのことで、まずはひと安
心といったところでしょうか。今後も牧草の収穫作業等は続きますが、農作業事故
には十分気を付け、安全第一で作業にあたって参りましょう。


